
　
七
月
一
四
日
に
就
農
支
援
協
議
会
と
合

同
で
、
新
規
就
農
者
の
た
め
の
農
業
講
座

第
三
回
を
開
催
し
、
新
規
就
農
者
な
ど

二
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
Ｊ
Ａ
稲
敷
江
戸
崎
南
瓜
部
会
で

江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と

担
い
手
育
成
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
カ
ボ
チ
ャ
の

栽
培
ほ
場
を
視
察
し
、
新
規
参
入
で
カ
ボ

チ
ャ
栽
培
に
取
り
組
む
研
修
生
と
交
流
し

ま
し
た
。

　
次
に
、
石
岡
市
の
や
さ
と
菜
苑
株
式
会

社
へ
移
動
し
、
市
内
で
取
り
組
ん
で
い
る

新
規
就
農
者
の
育
成
支
援
と
、
反
収
向
上

を
図
る
ネ
ギ
の
生
産
体
系
に
つ
い
て
、
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ネ
ギ
の
ほ

場
や
葉
物
の
ハ
ウ
ス
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
を
通
し
て
、
地
理
的
表
示
保

護
制
度(

Ｇ
Ｉ)

や
、
後
継
者
育
成
の
現

状
に
つ
い
て
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
声
を
受
講
者
か
ら
多
く
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
笠
間
地
域
就
農
支
援
協
議
会
と
し
て
も

さ
ら
に
連
携
を
強
化
し
、
新
規
就
農
者
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新
規
就
農
者
の
た
め
の
農
業
講
座
・

先
進
地
視
察
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。
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農地中間管理事業を活用し、農地の集積・集約を図りましょう



　
今
年
で
十
一
回
目
と
な
る
か
さ

ま
新
栗
ま
つ
り
を
、
九
月
三
十
日

と
一
〇
月
一
日
に
開
催
し
、
約

四
万
七
千
人
の
方
々
に
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
「
笠
間

の
栗
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
」
と
題
し
、

各
店
舗
の
特
色
を
詰
め
込
ん
だ
モ

ン
ブ
ラ
ン
を
集
め
た
り
、
巨
大
モ

ン
ブ
ラ
ン
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
り

と
、
初
の
特
別
企
画
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
笠
間
の
栗

の
お
い
し
さ
、
品
質
の
良
さ
を
多

く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、
ご
賞

味
い
た
だ
け
る
よ
う
情
報
発
信
を

し
て
い
き
ま
す
。

〔
記

：

笠
間
市
農
政
課
〕

第
十
一
回

か
さ
ま
新
栗
ま
つ
り

　
九
月
三
〇
日
、
一
○
月
八
日
の
二

日
間
、
城
里
町
徳
蔵
の
水
田
と
野
外

レ
ジ
ャ
ー
施
設
「
山
び
こ
の
郷
」
に

お
い
て
、
な
な
か
い
の
里
生
産
研
究

会
に
よ
る
「
稲
刈
り
体
験
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
稲
刈
り
体
験
に
は
、
都
内
の

消
費
者
家
族
や
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ

ク
ス
ク
ー
ル
関
係
家
族
、
関
係
機
関

等
を
含
め
た
延
べ
約
一
二
〇
人
が
参

加
し
、
稲
刈
り
と
農
家
ラ
ン
チ
で
収

穫
の
秋
を
満
喫
す
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　
当
日
は
好
天
の
も
と
、
五
月
に

行
っ
た
「
田
植
え
体
験
」
で
手
植
え

し
た
稲
を
参
加
者
た
ち
が
手
刈
り
し
、

稲
穂
を
オ
ダ
掛
け
に
し
ま
し
た
。
稲

刈
り
後
は
な
な
か
い
の
里
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
新
米
を
か
ま
ど
で
炊
き
上
げ
、

生
産
研
究
部
会
の
女
性
陣
が
持
ち

寄
っ
た
惣
菜
を
お
か
ず
に
、
自
分
た

ち
で
お
に
ぎ
り
に
し
た
り
、
卵
か
け

ご
は
ん
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。

　
城
里
町
で
は
こ
れ
か
ら
も
生
産
者

と
消
費
者
と
の
交
流
活
動
を
企
画
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
笠
間
市
・
城
里
町
の
若
手
農
業
者

グ
ル
ー
プ
「
中
央
ア
グ
リ
ク
ラ
ブ
」

は
、
一
〇
月
七
日
、
八
日
に
笠
間
芸

術
の
森
公
園
で
開
催
さ
れ
た
秋
の
地

元
イ
ベ
ン
ト
「
笠
間
浪
漫
」
に
出
店

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
ク
ラ
ブ
員
が

丹
精
込
め
て
育
て
た
豚
と
米
を
使
っ

た
豚
丼
と
農
産
物
の
販
売
を
行
い
ま

し
た
。

　
二
日
間
で
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
、

笠
間
産
の
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
消

費
拡
大
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ

員
に
と
っ
て
も
、
消
費
者
と
直
接
交

流
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
九
月
一
〇
日
、
第
一
回
栗
新
規
栽

培
者
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
笠
間
市
内
在
住
で
こ
れ

か
ら
栗
栽
培
に
挑
戦
す
る
方
や
、
栗

の
栽
培
技
術
の
基
本
を
学
び
た
い
方

一
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
座
で
は
、
ク
リ
栽
培
の

基
礎
や
選
別
の
実
習
、
選
果
場
見
学

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
特
に
、
目
的
意
識
を

持
っ
て
受
講
し
て
い
る
方
が
多
く
、

ク
リ
の
栽
培
技
術
の
習
得
に
対
し
て

意
欲
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
剪
定
の
講
座
を
中
心
に
、

残
り
三
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

な
な
か
い
の
里

　
　
稲
刈
り
体
験
を
開
催

笠
間
市
の
動
き

栗
新
規
栽
培
者
講
座（
第
一
回
）

を
開
催
し
ま
し
た

中
央
ア
グ
リ
ク
ラ
ブ
が

笠
間
浪
漫
に
出
店
し
ま
し
た

〔2〕

県内で農機具盗難が多発。機械は倉庫へ、鍵は別にして保管しましょう



　「
密
苗
」
は
高
密
度
播
種
育
苗
の

略
で
、
水
稲
の
規
模
拡
大
に
伴
い
本

来
で
あ
れ
ば
育
苗
ハ
ウ
ス
増
設
が
必

要
と
さ
れ
る
農
家
が
一
箱
当
り
の
播

種
量
を
増
や
す
こ
と
で
、
育
苗
資
材

費
の
コ
ス
ト
を
抑
え
る
技
術
で
す
。

○
密
苗
の
目
標

・
播
種
量

：

一
箱
当
り
乾
籾
二
五
〇

～
三
〇
〇
ｇ

・
育
苗
日
数

：

一
五
日
～
二
〇
日

・
苗
丈

：

一
〇
～
一
五
㎝

・
植
付
箱
数

：

一
〇
ａ
当
り
五
～
八

箱
○
導
入

　
本
技
術
を
導
入
す
る
に
は
、
高
密

度
播
種
に
対
応
可
能
な
播
種
機
と
田

植
機
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

田
植
機
に
つ
い
て
は
一
部
の
機
種
で

植
付
部
キ
ッ
ト
を
交
換
す
れ
ば
対
応

可
能
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
機
械
メ
ー
カ
ー
に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
注
意
点

　
育
苗
日
数
を
長
く
す
る
と
、
苗
の

生
育
が
停
滞
し
ま
す
。

 

○
笠
間
管
内
の
取
り
組
み

　
笠
間
市
の
大
規
模
稲
作
農
家
Ｉ
さ

ん
は
、
所
有
す
る
播
種
機
の
播
種
量

を
最
大
限
に
増
や
し
（
一
箱
当
り

二
二
五
ｇ
）、
田
植
機
の
植
付
部
を

密
苗
用
に
交
換
し
、
今
年
か
ら
全
面

積
を
密
苗
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
導

入
の
結
果
、
一
〇
ａ
当
り
使
用
箱
数

を
一
〇
箱
程
度
で
済
ま
せ
る
こ
と
が

で
き
、
コ
ス
ト
を
三
割
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
田
植
え

は
昨
年
よ
り
半
月
早
く
六
月
一
日
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
の

生
育
も
順
調
で
、
例
年
と
そ
ん
色
な

い
収
穫
量
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
茨
城
県
の
コ
ギ
ク
は
、
県
内
の
切

花
品
目
で
は
栽
培
面
積
第
一
位
（
全

国
で
二
位
）
を
占
め
る
重
要
な
花
き

品
目
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
県
で
は
、
仏
花
需
要
に
対
応
し
た

各
需
要
期
前
後
に
出
荷
で
き
る
県
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
「
常
陸
シ
リ
ー
ズ
」
を

育
成
し
て
お
り
、
今
年
新
た
に
二
品

種
が
追
加
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

【
常
陸
オ
ー
タ
ム
ゆ
う
ひ
】

　
花
色
が
濃
い
赤
紫
色
で
、
開
花
期

は
九
月
上
旬
か
ら
下
旬
と
九
月
彼
岸

出
荷
に
適
し
て
い
ま
す
。
切
花
長
が

長
く
、
花
蕾
数
も
多
い
た
め
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
が
あ
り
ま
す
。

【
常
陸
サ
マ
ー
ス
タ
ー
】

　
花
色
が
鮮
や
か
な
黄
色
で
、
開
花

期
は
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
と
八

月
旧
盆
出
荷
に
適
し
て
い
ま
す
。
葉

色
が
濃
く
て
艶
が
あ
り
、
白
さ
び
病

の
発
生
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
。

電
照
栽
培
に
よ
る
開
花
調
整
が
可
能

で
す
。
七
月
新
盆
の
作
型
で
も
利
用

で
き
ま
す
。

　
今
年
度
の
親
株
購
入
申
し
込
み
は

終
了
し
ま
し
た
。
品
種
特
性
・
栽
培

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
普
及
セ

ン
タ
ー
ま
で
。

第
五
六
回
茨
城
県
茶
業
振
興

共
進
会
審
査
会
を
開
催

　
九
月
二
九
日
に
本
審
査
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
本
共
進
会
は
県
産

茶
の
品
質
向
上
と
本
県
茶
業
の
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
三
一
年
に
第
一
回
が
開
催
さ

れ
、
以
降
長
い
年
月
に
渡
り
、
茨

城
県
茶
生
産
者
組
合
連
合
会
、
開

催
市
町
、
及
び
茨
城
県
と
の
共
催

に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
伝
統
あ

る
大
会
で
す
。
今
年
は
城
里
町
が

開
催
地
と
な
り
ま
し
た
。

　
審
査
会
で
は
県
内
か
ら
一
一
八

点
の
優
良
な
お
茶
が
出
品
さ
れ
、

審
査
員
が
外
観
、
水
色
、
香
気
、

味
に
つ
い
て
評
価
し
ま
し
た
。
結

果
は
出
品
茶
と
と
も
に
、
一
一
月

一
九
日
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
城
里
（
城
里
町
石
塚
）
に
て
一

般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

〔
記

：

城
里
町
農
業
政
策
課
〕

常陸オータムゆうひ常陸サマースター

城
里
町
の
動
き

水
稲
低
コ
ス
ト
技
術
「
密
苗
」

県
育
成
コ
ギ
ク
の
紹
介

〔3〕

ストップ農作業事故！安全確認を忘れずに行いましょう



　
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
平
成

三
〇
年
度
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
同
校
は
、
学
生
が
「
自
ら
考
え
・

学
び
、
自
ら
実
践
」
す
る
こ
と
を
教

育
方
針
と
し
、
農
業
の
担
い
手
の
養

成
並
び
に
農
村
地
域
に
お
け
る
指
導

的
役
割
を
果
た
す
農
業
者
を
育
成
し

て
い
ま
す
。
卒
業
後
は
、
大
学
へ
の

編
入
資
格
も
得
ら
れ
ま
す
。

　
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
県
立
農

大
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
笠
間
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
二
九
六
―
七
二
―
〇
七
〇
一

●
笠
間
市
農
政
課

　

℡
〇
二
九
六
―
七
七
―
一
一
〇
一

●
笠
間
市
農
業
委
員
会

　

℡
〇
二
九
九
―
三
七
―
六
六
一
一

●(

一
財)

笠
間
市
農
業
公
社

　

℡
〇
二
九
六
―
七
三
―
六
四
三
九

●
城
里
町
農
業
政
策
課

　
℡
〇
二
九
―
二
八
八
―
三
一
一
一

●
城
里
町
農
業
委
員
会

　

℡
〇
二
九
―
二
八
八
―
三
一
一
一

●
Ｊ
Ａ
常
陸
笠
間
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
二
九
六
―
七
四
―
四
七
〇
〇

●
Ｊ
Ａ
水
戸
常
北
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
二
九
―
二
八
八
―
二
三
二
八

●
Ｊ
Ａ
水
戸
か
つ
ら
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
二
九
―
二
八
九
―
二
七
一
二

●
　

相
談
窓
口
　

●

　
皆
様
の
周
り
に
、
新
し
く
農
業
を

始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
い
ま

せ
ん
か
。
普
及
セ
ン
タ
ー
・
笠
間
市
・

城
里
町
・
各
農
協
で
は
、
農
業
を
始

め
た
い
方
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

　「
就
農
相
談
窓
口
（
別
表
）」
で
は
、

就
農
・
研
修
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

や
、
各
種
支
援
事
業
（
制
度
資
金
や

人
材
投
資
資
金
（
準
備
型
・
経
営
開

始
型
）
等
）
に
関
す
る
情
報
提
供
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
お
近

く
の
相
談
窓
口
へ
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ

い
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
農
業

を
支
え
る
担
い
手
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
組
織
委
員
会
で
食
材
調

達
の
要
件
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て
耳
に
す
る
機

会
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
茨
城
県
で
は
、
農
業
を
環
境
的
・

経
済
的
・
社
会
的
に
持
続
性
の
高
い

魅
力
あ
る
産
業
に
す
る
た
め
、
Ｇ
Ａ

Ｐ
【
適
正
な
農
業
の
行
い
（
管
理
）】

の
実
践
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
で
は
、
①
法
令
を
遵
守
す

る
こ
と
②
環
境
汚
染
や
食
品
汚
染
、

労
働
災
害
等
が
発
生
し
な
い
よ
う
に

行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
③
環
境
を
汚
染
し
た
者
は
元

に
戻
す
た
め
の
費
用
を
負
担
す
る
こ

と
を
原
則
と
し
ま
す
。子
や
孫
の
代
、

一
○
○
年
後
に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い
よ

う
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
基
本
は
、
社
会
的
規
範

や
農
業
倫
理
を
守
る
こ
と
で
す
。
そ

の
取
組
が
、
農
産
物
の
品
質
の
向
上

と
、
産
地
に
対
す
る
消
費
者
や
実
需

者
の
信
頼
を
導
き
出
し
ま
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て
の
詳
し
い
問
い

合
わ
せ
は
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
　

　
六
次
産
業
化
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
ラ
ト

リ
ー
（
開
放
実
験
室
）
は
、
茨
城
県

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー（
笠
間
市
安
居
）

の
農
産
加
工
指
導
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
加
工
技
術
を

習
得
し
、
地
域
の
農
産
物
を
加
工
し

た
商
品
を
開
発
す
る
た
め
に
利
用
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
施
設
を
利
用
す
る
場
合
に
は
事
前

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
普

及
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、施
設
利
用
料
は
無
料
で
す
が
、

試
作
に
必
要
な
材
料
（
調
味
料
な
ど

を
含
む
）・
資
材
等
は
す
べ
て
利
用

者
に
用
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
利

用
資
格
・
利
用
方
法
な
ど
詳
し
く
は

普
及
セ
ン
タ
ー
又
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
産
加
工
指
導
セ
ン
タ
ー

電
話
〇
二
九
九
―
四
八
―
二
八
〇
一

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
利
用
方
法
等
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。h

ttp
://w

w
w

.

p
re

f.ib
a
ra

k
i.jp

/n
o
u
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su
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n
/

n
o
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n
t/k
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o
u
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お問い合わせ先

茨城県立農業大学校
茨城町長岡4070-186　TEL 029-292-0010

学　科　名
（専攻コース）

募集
人員 願書受付期間 試験日 受験資格

農学科
（普通作・露地野菜・果樹） 40

H30.2.5 ～
H30.2.23 H30.3.2

高校等を卒
業した者又
は卒業見込
みの者

畜産学科 10

園芸学科
（施設野菜・花き） 30

県
立
農
業
大
学
校
学
生
後
期
募
集

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
を

活
用
し
ま
せ
ん
か

新
規
就
農
を
希
望
す
る
方
へ

Ｇ

Ａ

Ｐ

と

は

〔4〕

家族経営協定を締結し、よりよい農業経営を目指しましょう


